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５．－２７）検定結果 特殊鶏交雑 

ＹＡ×ＸＳ（RIR×BPR）コマーシャル卵用及び卵肉兼用タイプ（ＣＭ♀）31 年度 

 

 (1) 体重（表３、図１参照） 

 体重は、4 週齢･8 週齢を 10％抽出(10 羽)、12 週齢を全羽数、40 週齢･64 週齢を 60％

抽出(50 羽)として測定した。 

 成鶏期の 40 週齢では 2.29 ㎏となり、検定終了時の 64 週齢では、2.56 ㎏となった。 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 表３における 12 週齢の全数測定において、 

   発育不良等により極端に低い体重のもの 

   は、異常値として集計から除外した。 

 
  （参考）純粋種の平均体重（31 年鶏：40Ｗ雌） 

      ・ＹＡ：1,960ｇ(岡崎牧場系) 

      ・ＸＳ：2,355ｇ(岡崎牧場系) 

 

（表３・図１）平均体重の推移 
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 (2) 羽色・外貌特徴 
 
 ア 0 週齢時（羽色のみ(20 羽抽出) ）（図２参照） 

 羽色は、その組合せの中で多く占めている羽色タイプを順に、羽数をカウントすること

とした。 

「ＹＡ×ＸＳ」は、羽色が２タイプあり、羽色タイプⅠ（黒色(一部黄)）が 75％（20

羽中 15 羽）、羽色タイプⅡ（黒色）が 25％（20 羽中 5 羽）を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図２）＜ＹＡ×ＸＳ＞の羽色 
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イ 12 週齢時（羽色･外貌特徴：全羽数）（図３－１～３参照） 
 

 「ＹＡ×ＸＳ」は、羽色タイプⅠ（黒色(頸部褐色)）が 56.3％（80 羽中 45 羽）、羽色

タイプⅡ（黒褐色斑(頸部褐色)）が 36.2％（80 羽中 29 羽）、羽色タイプⅢ（黒色）が

7.5％（80 羽中 6 羽）を占めた。外貌の特徴は、何れも体型が卵用種型（地鶏型）、冠は

全て単冠で、脚色は黄色一部黒色（一部は褐色が混在）であった。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３－１）＜ＹＡ×ＸＳ＞ 羽色タイプⅠの羽色・外貌の特徴 
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（図４－３）＜②ＹＡ×ＸＳ＞ 羽色タイプⅡの羽色・外貌の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図４－４）＜②ＹＡ×ＸＳ＞ 羽色タイプⅢの羽色・外貌の特徴 
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(3) 育成率・生存率 

 ア 育成率（表４・図４参照） 

 12 週齢で脚弱により 1 羽淘汰し、期間中の育成率は 98.8％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表４・図４）育成率の推移 

 

 イ 生存率（表５・図５参照） 

 32 週齢までに生殖器病により 1 羽へい死し、検定終了時の 64 週齢（454 日齢）ま

での生存率は 98.7％であった。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表５・図５）生存率の推移 
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(4) へい死・淘汰要因（表６参照） 
 
 脚弱、卵管炎(卵秘症)が発生したものの、特に目立った症状はなく、へい死･淘汰率は

2.5％となった。 

 

（表６）へい死･淘汰率（日齢/羽数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 産卵性能 

 ア 各性能（表７参照） 
 

 50％産卵日齢は、145 日齢。 

 ピーク産卵率は、98.8％。 

 168～454 日齢の期間産卵率は、92.4％。 

 

 （表７）各性能 

 

 

 

 

 

 

 

   ※「50％産卵日齢」は、産卵率が 50％に達した最初の日齢 
   ※「ピーク産卵率」は、産卵ピーク時 3 日間の平均産卵率 
   ※「期間産卵率」は、168～454 日齢の期間産卵個数／期間延べ羽数 

 

 

 （表８）＜参考＞ 純粋種の各性能（31 年鶏：岡崎牧場系） 

 

 

 

 

 
 
   ※「期間産卵率」は、168～454 日齢の期間産卵個数／期間延べ羽数 
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イ 週齢毎産卵率（表９・図６参照） 
 

 17 週齢から産卵を開始、19 週齢から一気に上昇し、27 週齢で産卵ピークを迎えた。

その後大きな低下はなく、40～60 週齢にかけて 88～95％を維持し、検定終了時の 64

週齢で 85.3％となった。 

（※ 純粋種のＹＡ及びＸＳと比較し、ＹＡには若干劣るものの、産卵ピークが非常に

高く、産卵後半もＸＳのように下がらず、持続性が高い。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表９、図６）週齢毎産卵率の推移 
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(6) 卵質性能 

 卵質性能は、35 週齢･64 週齢時の卵質検査において 60％抽出(60 個)として測定した。 
 
 ア 卵重（表 10～12・図７～９参照） 

 卵重は、35 週齢では 61.5ｇ、検定終了時の 64 週齢では、65.3ｇとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10・図７）卵重の状況 

 

 

 これら全ての測定値からそれぞれ度数分布、正規曲線を求めた結果、表 11～12、図８

～９のような分布となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 11･12、図８･９）卵重の度数分布・正規曲線 
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 イ 卵殻強度（表 13～15、図 10～12 参照） 

 卵殻強度は、35 週齢では 4.26 ㎏/㎠、検定終了時の 64 週齢で 3.47 ㎏/㎠となった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 13・図 10）卵殻強度の状況 

 

 

 これら全ての測定値からそれぞれ度数分布、正規曲線を求めた結果、表 14～15、

図 11～12 のような分布となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 14･15、図 11･12）卵殻強度の度数分布・正規曲線 
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ウ 卵殻色（表 16、図 13～14 参照） 
 

ａ 卵殻色「Ｌ値」（※ 明るい + ← 0 ） 

 色の明るさを示すＬ値（数値が低いほど卵殻色が濃い）については、父系･母系と

もに褐色卵鶏であり、純粋種のＹＡより薄いものの、35 週齢及び 64 週齢の何れにお

いても純粋種のＸＳと同程度の 62～63 程度となった。また、35 週齢よりも 64 週齢の

数値が高いことから、加齢とともに卵殻色が薄くなる傾向であった。 
 

ｂ 卵殻色「ａ値」（※ 赤 + ← 0 → - 緑） 

 色の赤･緑を示すａ値（プラス数値が高いほど赤みが強く、マイナス数値が高いほ

ど緑みが強い）は、父系･母系ともに褐色卵鶏であり、純粋種のＹＡより赤みは薄い

ものの、赤色を示す高いプラス数値となり、35 週齢及び 64 週齢の何れにおいても 15

～16 程度となった。また、35 週齢よりも 64 週齢の数値が低いことから、加齢ととも

に赤みが薄くなる傾向であった。 
 

ｃ 卵殻色「ｂ値」（※ 黄 + ← 0 → - 青） 

 色の黄･青を示すｂ値（プラス数値が高いほど黄みが強く、マイナス数値が高いほ

ど青みが強い）は、父系･母系ともに褐色卵鶏であり、純粋種のＹＡより黄みは薄い

ものの、黄色を示すプラス数値となり、35 週齢及び 64 週齢の何れにおいても 27 程度

となった。また、35 週齢よりも 64 週齢の数値が低いことから、加齢とともに黄みが

薄くなる傾向であった。 

 

 （表 16）卵殻色「Ｌ値、ａ値、ｂ値」の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ＜参考＞ 純粋種の卵殻色「Ｌ値」「ａ値」「ｂ値」（35 週齢時、31 年鶏：岡崎牧場系） 

        ＹＡ： Ｌ値: 58.6、ａ値: 17.9、ｂ値: 28.8 

        ＸＳ： Ｌ値: 62.6、ａ値: 15.8、ｂ値: 26.8 
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＜参考＞ 卵殻色の違い（35 週齢時） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 13）特殊鶏交雑の卵殻色の状況 

（ ※ 大型鶏交雑の「ＹＤ×ＹＡ」は参考 ） 

 

 

＜参考＞ 卵の特徴（64 週齢時：60 個抽出（ＵＫ×ＹＡは 30 個））※特殊鶏交雑のみ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ ＵＫ×ＹＡ､ＸＳ×ＬＡは汚卵を除いて写真を撮影。 

 ※ 純粋種のＵＫ･ＹＡ･ＸＳ･ＬＡは 70～72 週齢時：30 個抽出。 

 

（図 14）特殊鶏交雑の卵の特徴 

AR*YA YA*XS XS*LA 
UK*YA YA*XS XS*LA 

ＹＤ*ＹＡ 

ＹＡ ＸＳ ＹＡ*ＸＳ ＸＳ ＸＳ*ＬＡ ＬＡ ＹＡ ＵＫ*ＹＡ ＵＫ 

     ＸＳ  XS*LA  ＬＡ 

L 値 66.77  62.31  60.22 

卵重 62.9g  65.9g  64.9g 

   ＹＡ  YA*XS ＸＳ 

Ｌ値 60.71  63.36  66.77 

卵重 57.6g  65.3g  62.9g 

    ＵＫ UK*YA ＹＡ 

Ｌ値 76.95 65.94  60.71 

卵重 44.5g  52.8g  57.6g 

ＸＳ×ＬＡ ＹＡ×ＸＳ ＵＫ×ＹＡ 


